
 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 異常水質事故発生状況  
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Ⅰ  対象期間 

平成23年４月１日から平成24年３月31日まで 

 

Ⅱ  対象事故  

平成23年度に環境局環境対策課で把握した魚死亡、油浮遊、濁水、pH異常等の異常水質

事故 

 

Ⅲ  発生状況  

１ 異常水質事故発生件数 

(1) 種類別事故発生件数 

平成23年度に発生した異常水質事故は36件であった。前年度の46件と比べ10件減

少した。異常水質事故の種類別では、油浮遊が14件と最も多く、次いで着色水が８

件、魚死亡が４件、pH異常が２件、濁水が１件、その他が７件であった。 

 

(2) 水系別異常水質事故発生件数(表Ⅷ－１) 

水系別では、東京湾で８件、多摩川水系で17件、鶴見川水系で11件の異常水質事

故が発生した。 

東京湾で発生した異常水質事故は、油浮遊が５件、ｐH異常が１件、その他が２件

であった。 

多摩川水系で発生した異常水質事故は、魚死亡が４件、油浮遊が３件、着色水が

４件、濁水が１件、その他が５件であった。河川別では、多摩川本川で２件(その他

２件)、三沢川で１件（着色水）、平瀬川で８件(魚死亡１件、油浮遊２件、着色水

３件、濁水１件、その他１件)、二ヶ領用水で５件(魚死亡３件、その他２件)、五反

田川（油浮遊１件）であった。 

鶴見川水系で発生した異常水質事故は、油浮遊が６件、着色水が４件、濁水が１

件、ｐH異常が１件であった。河川別では、鶴見川本川で１件（油浮遊）、矢上川で

７件(油浮遊４件、着色水３件)、麻生川で２件(油浮遊１件、着色水１件)であった。 
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川崎港運河内 5 1 2 8
川崎港運河外  0

小計 0 5 0 0 1 2 0 8
多摩川本川    2 2

三沢川 1 1
旧三沢川 0
平瀬川 1 2 3 1 1 8

二ヶ領用水 3  2 5
五反田川 1  1

登戸排水路 0
山 下 川  0

六ヶ村堀下水路 0
宮内下水路 0
大丸用水 0
五ヶ村堀 0

小計 4 3 4 1 0 5 0 17
鶴見川本川 1 1

矢上川  4 3  7
有馬川 0
渋川  0

麻生川 1 1 2
早野川 0

真福寺川 0
片平川  0
江川 0

市外河川 1 1
小計 0 6 4 0 1 0 0 11

合計 　 4 14 8 1 2 7 0 36

種類
魚死亡

多
摩
川

鶴
見
川

地下浸透 合計
水系

東
京
湾

着色水 濁水 pH異常
その他の
水質異常

油浮遊

表Ⅷ－１ 水系別異常水質事故発生件数 

 

(3) 原因別異常水質事故発生件数(表Ⅷ－２) 

原因者が判明した異常水質事故は16件で、工場・事業場によるものが８件、建設

工事によるものが５件、船舶によるものが１件、その他が２件であった。 

工場・事業場に起因する８件の異常水質事故(油浮遊４件、着色水１件、ｐH異常

１件、その他２件)の原因は、作業ミス４件、施設の管理不備３件、不明１件であっ

た。建設工事に起因する５件の異常水質事故（油浮遊２件、着色水１件、pＨ異常１

件、その他１件）の工事内容は、建築工事が２件、その他の工事が３件であった。

船舶に起因する１件の異常水質事故(油浮遊)の原因は、作業ミスであった。また、

原因不明の異常水質事故は20件で、魚死亡が４件、油浮遊が７件、着色水が５件、

濁水が１件、その他が３件であった。 
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施設の破損 0
作業ミス  1 1 2 4
施設の管理不備 3 3
火災消火 0
原因不明 1 1
小計 0 4 1 0 1 2 0 8
下水道工事 0
河川改修・管理 0
水道・ガス工事 0
建築工事  1 1 2
道路工事 0
その他の工事 2 1 3
小計 0 2 1 0 1 1 0 5
施設の破損 0
作業ミス 1 1
施設の管理不備  0
原因不明 0
小計 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 1 0 0 1 0 2
4 7 5 1 0 3 0 20
4 14 8 1 2 7 0 36

合計
水系

その他の
水質異常

地下浸透

工
場
・
事
業
場

建
 
設
 
工
 
事

濁水 pH異常
種類

魚死亡 油浮遊 着色水

船
　
舶

その他
原因不明

合計

表Ⅷ－２ 原因別異常水質事故発生件数 

 

２ 異常水質事故発生状況の経年推移(平成６年度～平成22年度) 

(1) 異常水質事故発生件数 

平成６年度から平成23年度までの種類別異常水質事故発生件数を表Ⅷ－３に示す。 

過去18年間の平均発生件数は36件/年であった。 

表Ⅷ－３ 種類別異常水質事故発生件数経年推移 

年度

種類

魚死亡 3 3 4 12 1 0 3 3 1 1 0 0 2 2 0 4 5 4 48

油浮遊 13 11 13 24 15 11 18 11 14 20 11 21 20 19 21 14 10 14 280

着色水 3 5 6 8 3 4 9 1 5 6 7 5 27 12 18 38 26 8 191

濁水 1 2 0 0 3 4 6 5 4 4 1 5 4 7 8 14 4 1 73

pH異常 3 2 5 4 2 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 21

その他 1 1 2 2 1 1 1 0 1 4 1 0 0 1 2 3 1 7 29

地下浸透 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 24 24 30 50 25 20 38 21 25 35 21 32 53 41 49 73 46 36 643

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 合計H21 H22 H23
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H13H6 H7 H8 H9 H22 合計H21H14 H15 H16 H17 H23H20
年度

水系
H18 H19H10 H11 H12

川崎港運河外 1 4 1 1 3 1 2 3 4 3 2 1 26
末広運河 1 1 2 1 5
田辺運河 2 1 2 2 2 1 1 2 2 1 1 17
大師運河 1 1 1 1 1 3 1 4 13
京浜運河 2 2 2 3 4 2 1 4 3 1 2 1 1 28
千鳥運河 1 2 2 2 1 8
塩浜運河 1 3 1 1 1 1 1 4 13
池上運河 1 1 1 2 2 1 8
夜光運河 1 1
水江運河 1 1 2
浅野運河 1 1 2 1 1 1 7
桜掘運河 1 2 2 1 6
南渡田運河 1 1 2 4
白石運河 1 2 1 4
川崎航路 1 1 2
境運河 1 1 2
多摩運河 　 　 1 1
小計 6 8 8 10 3 8 5 5 12 10 8 13 12 12 11 6 2 8 147
多摩川本川 3 2 1 5 2 1 5 5 5 7 2 38
三沢川 1 1 1 3 2 1 1 1 2 2 4 1 1 21
旧三沢川 1 1 1 3
平瀬川 5 4 9 7 5 5 1 4 2 6 5 6 23 8 16 34 14 10 164
二ヶ領用水 6 6 2 8 3 2 5 5 1 2 4 4 3 3 3 1 3 3 64
五反田川 1 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 17
登戸排水路 1 1 1 1 4
山下川 2 1 1 1 5
六ヶ村堀下水路 1 2 1 4
宮内下水路 1 1 1 1 4
大丸用水 2 1 1 1 5
五ヶ村堀 1 1
小計 13 12 13 25 15 8 17 14 9 13 10 13 30 19 27 48 27 17 330
鶴見川本川 1 1 1 1 1 1 3 1 10
矢上川 2 4 4 6 4 1 5 2 10 2 2 8 6 6 10 11 7 90
有馬川 1 3 4 2 1 3 1 3 18
渋川 1 1 1 1 1 1 6
麻生川 1 3 1 1 1 1 2 3 2 4 2 21
早野川 1 1 1 1 4
真福寺川 1 1 1 1 1 1 1 7
片平川 1 1 1 1 1 5
江川 1 1 2

市外河川
※ 1 1 2

小計 5 4 9 15 7 4 15 2 4 12 3 6 11 10 11 19 17 11 165
0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

24 24 30 50 25 20 38 21 25 35 21 32 53 41 49 73 46 36 643

H13H6 H7 H8 H9 H22 合計H21H14 H15 H16 H17 H23H20
水系

多
摩
川

東
京
湾

H18 H19H10 H11 H12

※　鶴見川水系の市外河川：平成12年度（真光寺川）、平成23年度（黒須田川）

鶴
見
川

地下浸透
合計

(2) 水系別異常水質事故発生件数 

平成６年度から平成23年度までの水系別異常水質事故発生件数は表Ⅷ－４に示す。 

    水系別発生件数は、海域では京浜運河（28件）、多摩川水系では平瀬川（164件）、

鶴見川水系では矢上川（90件）が最も多かった。 

表Ⅷ－４ 水系別異常水質事故発生件数経年推移 
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施設の破損 1 6 2 1 2 1 2 2 1 1 2 1 1 23

作業ミス 6 3 5 2 5 7 1 2 6 4 6 5 2 2 4 60

施設の管理不備 4 3 5 1 5 3 4 3 1 2 3 1 1 3 3 42

火災消火 1 1 1 3

原因不明 1 1

小計 7 10 9 11 4 7 13 6 8 10 6 10 8 3 2 5 2 8 129

下水道工事 1 1 1 1 1 2 1 2 10

河川改修・管理 1 1 3 1 1 1 8

水道･ガス工事 1 1 2 4

建築工事 1 1 2 1 3 1 2 3 5 2 21

道路工事 1 1 1 1 2 6

その他の工事 2 2 3 7

小計 1 1 2 1 5 0 3 2 3 2 1 4 4 6 5 11 0 5 56

施設の破損 1 1 3 1 2 1 3 2 1 2 1 18

作業ミス 1 1 1 2 1 1 1 8

施設の管理不備 1 1 2

原因不明 1 1

小計 0 2 1 3 2 3 0 0 3 3 2 2 4 1 0 1 1 1 29

1 1 3 5 4 0 2 2 2 3 1 2 0 2 1 0 0 2 31

15 10 15 30 10 10 20 11 9 17 11 14 37 29 41 56 43 20 398

24 24 30 50 25 20 38 21 25 35 21 32 53 41 49 73 46 36 643

その他

原因不明

合計

工
場
・
事
業
場

建
設
工
事

船
舶

年度
原因

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 合計H2１H22 H23

(3) 原因別水質事故発生件数 

平成６年度から平成23年度までの原因別異常水質事故発生件数を表Ⅷ－５に示す。 

原因不明の異常水質事故は過去18年間で平均22件/年であり、全体の62％となっている。

原因の特定には、関係機関との連携に基づく異常水質事故発生当初の初動調査が重要

である。 

 この初動調査における関係機関の連絡及び協力体制を確立するため、川崎市では庁

内関係機関との協議を基に、平成６年に策定した「川崎市異常水質事故対策要領」に

基づき対応している。 

表Ⅷ－５ 原因別異常水質事故発生件数経年推移 

３ 異常水質事故発生状況一覧 

  平成23年度に発生した異常水質事故の発生状況の一覧を表Ⅷ－６に示す。 
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②
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③
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鶴
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セ

ン
タ

ー
　

・
5
月

2
日

　
多

摩
川

　
②

高
津

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
　

5
月

2
日

　
③

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

麻
生

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

　
　

神
奈

川
県

横
浜

川
崎

治
水

セ
ン

タ
ー

　
②

神
奈

川
県

横
浜

川
崎

治
水

セ
ン

タ
ー

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

 
原

因
者

に
対

し
て

、
油

流
出

の
原

因
究

明
と

対
策

に
つ

い
て

早
急

に
措

置
さ

せ
る

と
と

も
に

、
事

故
原
因

と
再

発
防

止
策

を
指

導
し

た
。

原
因

者
は

作
業

内
容

の
見

直
し

を
行

っ
た

（
事

故
報

告
書

提
出

済
）

。

鶴
見

川
麻

生
区

下
麻

生

 
鶴

見
川
寺

家
橋

付
近

に
油

が
溜

ま
っ

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

、
関

係
機

関
と
連

携
し

て
対

応
に

あ
た

っ
た

。
県

川
崎

治
水

セ
ン
タ

ー
が

原
因

者
を

特
定

す
る

と
と

も
に

、
油

流
出
防

止
措

置
を

行
っ

た
。

事
業

者
に

は
、

水
質

汚
濁
防

止
法

第
1
4
条

の
2
に

基
づ
き

、
事

故
原

因
の

究
明

と
対

策
の

実
施

を
指

導
し

た
。

判
明

二
ヶ

領
用
水

高
津

区
久

地

 
二

ヶ
領
円

筒
分

水
付

近
で

の
コ

イ
が

死
亡

と
の

通
報

を
受

け
、

実
地

調
査

を
行
っ

た
。

計
３

匹
の

コ
イ

の
死

亡
を

確
認

し
た

。
そ
の

他
の

魚
の

異
常

が
見

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

。
有
害

物
質

や
コ

イ
ヘ

ル
ペ

ス
が

推
定

さ
れ

る
状

況
で
な

い
こ

と
か

ら
、

し
ば

ら
く

様
子

を
み

る
こ

と
と
し

た
。

そ
の

後
、

コ
イ

の
死

亡
事

故
は

発
生

し
て
い

な
い

。

不
明

矢
上

川
宮

前
区

野
川

 
矢

上
川
の

上
野

川
橋

付
近

で
白

濁
水

が
流

出
し

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

、
実
地

調
査

で
白

濁
水

を
確

認
し

た
。

周
辺

調
査

中
に
白

濁
水

の
痕

跡
が

な
く

な
り

、
原

因
者

に
つ

い
て
は

、
特

定
で

き
な

か
っ

た
。

ま
た

、
下

流
に

影
響
を

及
ぼ

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

不
明

4
月

2
2
日

・
4
月

2
2
日

4
月

2
2
日

鶴
見

川
黒

須
田

川
麻

生
区

王
禅

寺

 
雨

水
調
整

池
設

置
工

事
で

の
掘

削
箇

所
の

埋
戻

作
業

時
に

お
い

て
、

水
路

接
続
部

の
隙

間
の

閉
塞

が
十

分
で

な
く

、
埋

戻
材

と
し
て

使
用

し
た

ス
ラ

ッ
ジ
モ

ル
タ

ル
（

高
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ
）
が

水
路

に
流

出
し

、
黒
須

田
川

へ
影

響
を

及
ぼ
し

た
。

流
出

し
た

ス
ラ

ッ
ジ

モ
ル

タ
ル

量
は

、
約
０

．
５

ｍ
３
と

推
定

さ
れ
る

。
な

お
、

過
日

の
調
査

で
水

生
生

物
へ

の
影

響
は

、
特

に
認

め
ら

れ
な
か

っ
た

。

 
原

因
者

に
対

し
て

、
汚

水
流

出
の

原
因

究
明

と
対

策
に

つ
い

て
早

急
に

措
置

さ
せ

る
と

と
も

に
、

事
故

原
因

と
再

発
防

止
策

を
指

導
し

た
。

原
因

者
は

作
業

内
容

の
見

直
し

を
行

っ
た

（
事

故
報

告
書

提
出

済
）

。

高
津

区
上

作
延

　

 
平

瀬
川
の

釈
迦

堂
橋

付
近

で
青

い
水

が
流

出
し

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

、
実
地

調
査

で
青

い
水

が
溜

ま
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認
し

た
。

新
た

な
流

出
も

な
く

薄
ま

っ
た

状
態

で
、
下

流
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し
た

。
原

因
者

に
つ

い
て

は
特

定
で

き
な

か
っ

た
。

不
明

4
月

1
2
日

・
4
月

1
2
日

4
月

1
2
日

多
摩

川
平
瀬

川
○ ○ ○

判
明

5
月

1
2
日

・
5
月

1
2
日

5
月

1
2
日

鶴
見

川

○

○
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措
　

置
　

機
　

関
　
名

発
生

・
　

①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

公
害

研
究

所

　
②

　
③

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

上
下

水
道

局
北

部
下

水
道
管

理
事

務
所

　
　

神
奈

川
県

警
察

（
麻

生
警

察
署

）

　
②

原
因

者
(
事

業
者

）

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

6
月

7
日

　
　

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
　

・
6
月

7
日

多
摩

川
　

②
多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

6
月

7
日

　
③

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

宮
前

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

　
②

　

　
③

　

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

幸
区

役
所

道
路

公
園

セ
ン

タ
ー

　
②

原
因

者
(
市

民
）

　

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

　

　

　

二
ヶ

領
大
師

掘
幸

区
下

平
間

 
大

師
掘
に

お
い

て
、

ペ
ン

キ
が

流
出

し
て

い
る

と
の

通
報

を
受

け
、

実
地

調
査
を

行
っ

た
。

近
く

で
屋

根
の

塗
装

を
行

っ
て

い
た
市

民
が

、
誤

っ
て

ペ
ン

キ
缶

を
倒

し
た

こ
と

が
原
因

で
あ

る
こ

と
を

認
め

た
た

め
、

原
因

者
に

現
状
復

帰
を

指
導

し
た

。
判

明

 
原

因
者

に
対

し
て

は
、

現
状

復
帰

の
措

置
を

と
る

よ
う

指
導

し
た

。

平
瀬

川
宮

前
区

神
木

本
町

 
河

川
パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
平

瀬
川

神
木

橋
付

近
の

水
路

か
ら

油
が

流
出

し
て

い
る
の

を
確

認
し

た
。

水
路

を
上

流
側

に
向

け
て

調
査
を

行
っ

た
が

、
原

因
に

つ
い

て
は

特
定

で
き

な
か
っ

た
。

流
出

し
た

油
の

量
は

、
少

な
く

油
膜

程
度
で

あ
っ

た
。

な
お

、
油
は

軽
油

と
推

定
さ

れ
た
。

不
明

 
原

因
者

に
対

し
て

、
油

流
出

の
原

因
究

明
と

対
策

に
つ

い
て

措
置

さ
せ

る
と

と
も

に
、

事
故

再
発

防
止

策
を

指
導

し
た

。
原

因
者

は
作

業
内

容
の

見
直

し
を

行
っ

た
（

事
故

報
告

書
提

出
済

）
。

二
ヶ

領
用
水

多
摩

区
登

戸

 
自

宅
前
の

道
路

脇
開

溝
水

路
に

お
い

て
、

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

（
5
0
～

6
0
匹

）
の

死
骸

が
あ

る
と

の
通

報
を

受
け

、
現

地
調

査
を
行

っ
た

。
ｐ

H
は

中
性

で
あ

り
、

簡
易

試
験

で
の
異

常
は

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

。
原

因
の

特
定

に
は
至

ら
ず

、
死

骸
を

片
付

け
、

し
ば

ら
く

様
子

を
み
る

こ
と

と
し

た
。

不
明

麻
生

川
麻

生
区

片
平

 
麻

生
川
柿

生
橋

付
近

で
油

が
流

出
し

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

、
実

地
調

査
で
雨

水
放

流
口

よ
り

油
流

出
を

確
認

し
た

。
周

辺
調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

マ
ン

シ
ョ

ン
新

築
工

事
現
場

前
路

面
で

油
膜

を
発

見
し

、
原

因
者

を
特

定
し
た

。
原

因
者

に
、

油
の

流
出

防
止

、
清

掃
等

の
応
急

措
置

を
と

る
よ

う
指

導
し

た
。

判
明

○

平
瀬

川
宮

前
区

菅
生

 
平

瀬
川
柳

橋
付

近
上

流
か

ら
の

濁
水

を
、

河
川

調
査

中
に

発
見

し
た

。
水

質
は
、

ｐ
H
(
8
.
1
7
)
、

透
視

度
(
2
1
c
m
)
、

C
O
D
(
7
.
7
p
pm
)
、

B
O
D
(
2
.2
p
p
m
)
、

D
O
(
7
.
0
3
p
p
m)
で

あ
り

、
魚

類
の

浮
上

事
故

は
発

生
せ

ず
、

濁
水
は

し
ば

ら
く

し
て

薄
ら

い
だ

。
周

辺
調

査
を

行
っ
た

が
原

因
者

の
特

定
に

は
、

至
ら

な
か

っ
た

。

不
明

○

○

○

○

多
摩

川
6
月

1
日

6
月

1
日

・
6
月

1
日

6
月

4
日

鶴
見

川
6
月

4
日

・
6
月

4
日

多
摩

川
6
月

2
3
日

6
月

2
3
日

・
6
月

2
3
日

多
摩

川
6
月

1
4
日

6
月

1
4
日

・
6
月

1
4
日
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措
　

置
　

機
　

関
　
名

発
生

・
　

①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

宮
前

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
　

　
　

神
奈

川
県

横
浜

川
崎

治
水

セ
ン

タ
ー

　
　

神
奈

川
県

警
察

　
　

他

　
②

宮
前

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
他

　
③

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

宮
前

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
　

　
②

　
③

　
①

川
崎

市
消

防
局

　
　

海
上

保
安

署

　
　

国
土

交
通

省
京

浜
河

川
事

務
所

　
②

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

等

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
②

　
③

　
①

国
土

交
通

省
京

浜
河

川
事

務
所

　
②

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

　
他

多
摩

川
7
月

5
日

○

○

 
本

事
案

は
、

法
令

の
事

故
時

の
措

置
に

該
当

し
な

い
。

事
業

者
に

は
、

再
発

防
止

の
た

め
の

事
故

顛
末

の
報

告
の

提
出

等
の

指
導

を
行

っ
た

。
多
摩

川
中

原
区

上
平

間

 
事

業
所
で

の
ポ

ン
プ

更
新

工
事

に
お

い
て

作
業

ミ
ス

に
よ

り
、

汚
水

が
多

摩
川
に

流
出

し
た

と
の

通
報

を
受

け
た

。
汚

水
の

量
は
、

2
0
m
3
で

あ
り

、
河

川
へ
の

影
響

は
確

認
で

き
な
か

っ
た

。
ま

た
、

利
水

者
へ

事
故

発
生

に
つ

い
て
の

情
報

提
供

等
の

連
絡

を
行

っ
た

。

判
明

平
瀬

川
宮

前
区

菅
生

 
宮

前
区
菅

生
の

平
瀬

川
の

ﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
に

お
い

て
、

汚
水

（
大

き
な

泡
を

伴
う
）

が
流

出
し

て
い

る
と

の
通

報
を

電
子

メ
ー

ル
で
受

け
た

。
実

地
調

査
を

行
い

、
聞

き
取

り
調

査
と
周

辺
事

業
所

へ
の

異
常

水
質

事
故

防
止

の
喚

起
の
た

め
の

啓
発

を
行

っ
た
。

不
明

○

川
崎

区
浮

島
町

 
工

場
で
の

製
品

保
管

容
器

か
ら

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

粉
末

が
流

出
し

、
そ

の
一

部
が
多

摩
川

下
流

域
へ

飛
散

し
た

と
の

通
報

を
受

け
た
。

敷
地

内
は

、
事

業
者

が
回

収
し

た
も

の
の

、
公
共

水
域

に
は

、
粉

末
が

流
出

（
3
5
K
g
）

し
た

。
判

明

 
本

事
案

は
、

法
令

の
事

故
時

の
措

置
に

該
当

し
な

い
。

事
業

者
に

は
、

再
発

防
止

の
た

め
の

指
導

等
を

行
っ

た
。

○

宮
前

区
野

川

 
矢

上
川
山

下
橋

右
岸

か
ら

油
が

流
出

し
て

い
る

と
の

通
報

を
受

け
、

関
係

機
関
と

連
携

し
て

被
害

の
発

生
及

び
拡

大
の

防
止

策
を
図

る
と

と
も

に
、

流
出

経
路

を
辿

り
、

道
路

側
溝
の

グ
レ

ー
チ

ン
グ

の
中

に
油

が
溜

ま
っ

て
い

る
こ
と

を
確

認
し

、
不

法
投

棄
場

所
を

特
定

し
た

。
廃
油

回
収

等
の

現
状

復
帰

措
置

及
び

調
査

を
行

う
も
の

の
、

原
因

者
の

特
定

に
至

ら
な

か
っ

た
。

不
明

平
瀬

川
宮

前
区

菅
生

 
平

瀬
川
柳

橋
下

流
左

岸
の

菅
生

住
宅

側
の

水
路

か
ら

白
濁

水
が

流
出

し
て

い
る
と

の
通

報
を

受
け

、
実
地

調
査

を
調

査
を

行
っ
た

。
管

路
図

を
辿

る
な

ど
の

周
辺

調
査

を
行

う
も
の

の
、

途
中

白
濁

水
が

消
え

た
こ

と
か

ら
原

因
者
に

つ
い

て
は

、
特

定
で

き
な

か
っ

た
。

河
川

へ
の
影

響
と

し
て

、
魚

浮
上

等
の

異
常

は
見

受
け

ら
れ
な

か
っ

た
。

不
明

7
月

1
日

鶴
見

川
矢
上

川
7
月

1
日

・
7
月

1
日

○

多
摩

川
多

摩
川

7
月

1
2
日

7
月

1
2
日

・
7
月

1
2
日

多
摩

川
7
月

2
7
日

7
月

2
7
日

・
7
月

2
7
日

7
月

5
日

・
7
月

5
日

7
月

1
5
日

・
7
月

1
5
日

7
月

1
5
日

多
摩

川

- 168 -



措
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関
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発
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①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
②

　
③

8
月

3
日

　
①

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

・
8
月

3
日

多
摩

川
　

②

8
月

3
日

　
③

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

　
②

　
③

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
②

　
③

　
①

海
上

保
安

署

　
　

川
崎

市
港

湾
局

　
　

環
境

局
環

境
対

策
課

　
②

川
崎

市
港

湾
局

　
③

海
上

保
安

署

　
　

環
境

局
環

境
対

策
課

 
本

事
案

は
、

水
質

汚
濁

防
止

法
第

1
4
条

の
2
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

事
故
の

原
因

、
再

発
防

止
策

等
を

記
載

し
た

報
告

の
提

出
等

の
指

導
等

を
行

っ
た

。

矢
上

川
高

津
区

野
川

 
矢

上
川
の

野
川

橋
下

流
で

ワ
ッ

ク
ス

の
臭

い
が

す
る

油
が

流
出

し
て

い
る

と
の
通

報
を

受
け

、
実

地
調

査
で

下
水

道
樋

管
か

ら
微
か

に
油

膜
が

見
ら

れ
る

程
度

の
も

の
を

確
認

し
た
。

油
吸

着
マ

ッ
ト

を
展

張
す

る
よ

う
な

状
況

で
な
い

と
の

判
断

で
収

束
し

た
。

周
辺

調
査

を
実

施
し
た

も
の

の
、

原
因

者
に

つ
い

て
は

特
定

で
き

な
か
っ

た
。

不
明

塩
浜
運

河
川

崎
区

水
江

町

 
海

上
保
安

署
よ

り
水

江
町

の
事

業
所

が
原

因
と

思
わ

れ
る

油
流

出
事

故
が

発
生
し

て
る

と
の

通
報

を
受

け
、

関
係

機
関

が
連

携
し
て

油
流

出
防

止
策

・
発
生

源
特

定
等

の
事

故
対
応

措
置

を
実

施
し

た
。

原
因

者
は

、
後

日
特

定
を
行

っ
た

。
判

明

平
瀬

川
高

津
区

久
地

 
平

瀬
川
の

平
瀬

橋
人

道
橋

付
近

で
油

膜
が

見
ら

れ
る

と
の

通
報

を
受

け
、

実
地
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

微
か

に
油

膜
の

兆
候

が
見
ら

れ
る

ほ
ど

で
あ

っ
た
。

釣
り

人
へ

の
聞

き
取
り

調
査

で
は

、
５

分
間

程
度

の
油

流
出

で
あ

っ
た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

周
辺

調
査

を
実

施
し

た
も
の

の
、

原
因

者
に

つ
い

て
は

特
定

で
き

な
か

っ
た
。

不
明

三
沢

川
多

摩
区

布
田

 
三

沢
川
の

多
摩

川
流

入
付

近
で

白
濁

水
が

流
出

し
て

い
る

と
の

通
報

を
受

け
、
実

地
調

査
で

現
地

に
到

着
し

た
時

点
で

白
濁

水
の
流

出
が

収
束

し
て

い
た

。
河

川
へ

の
影

響
と

し
て
、

魚
浮

上
等

の
異

常
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

不
明

平
瀬

川
高

津
区

下
作

延

 
平

瀬
川
中

之
橋

上
流

左
岸

の
水

路
か

ら
白

濁
水

が
流

出
し

て
い

る
と

の
通

報
を
受

け
、

実
地

調
査

で
白

濁
水

を
確

認
し

た
も

の
の
、

暫
く

し
て

収
束

し
た

。
河

川
へ

の
影

響
は

、
魚
浮

上
等

の
異

常
は

見
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

ま
た
、

周
辺

事
業

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
等

を
通

じ
た
異

常
水

質
事

故
の

未
然

防
止

の
た

め
の

啓
発

を
行
っ

た
。

不
明

多
摩

川
8
月

4
日

・
8
月

4
日

8
月

4
日

・
8
月

4
日

8
月

4
日

鶴
見

川

○

○ ○

7
月

2
9
日

多
摩

川
7
月

2
9
日

・
7
月

2
9
日

8
月

4
日

8
月

8
日

・
8
月

8
日

8
月

8
日

海
域

○

○
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措
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①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

　
②

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

　
③

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
　

幸
区

役
所

道
路

公
園

セ
ン

タ
ー

　
②

幸
区

役
所

道
路

公
園

セ
ン

タ
ー

　
③

　 　
①

宮
前

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
　

　
　

環
境

局
環

境
対

策
課

　

　
②

　

　 　
③

　 　
①

環
境

対
策

課

　
　

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー
　

　
　

北
部

下
水

道
事

務
所

　

　
②

多
摩

区
役

所
道

路
公

園
セ

ン
タ

ー

　
　

原
因

者

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

 
五

反
田
川

追
分

橋
付

近
で

大
量

の
油

が
出

て
お

り
、

臭
い

も
強

い
原

因
を

調
査
し

て
も

ら
い

た
い

と
の

市
民

か
ら

の
通

報
を

受
け
た

。
現

地
に

お
い

て
吸

着
マ

ッ
ト

等
に

よ
る

廃
油
の

回
収

や
汚

染
防

止
策

を
施

す
と

と
も

に
、

原
因
者

を
解

体
工

事
現

場
と

特
定

し
た

。
事

業
者

に
対
し

て
、

事
故

防
止

策
を

講
じ

る
な

ど
の

指
導

を
行
っ

た
。

判
明

 
原

因
者

に
対

し
て

、
油

の
回

収
、

マ
ン

ホ
ー

ル
管

内
の

清
掃

、
油

吸
着
マ

ッ
ト

の
回

収
等

の
事

後
措

置
を

早
急

に
さ

せ
る

と
と

も
に

、
再

発
防

止
策

を
指

導
し

た
。

原
因

者
は

作
業

内
容

の
見

直
し

等
の

改
善

策
を

報
告

し
た

。

不
明

10
月

1
4
日

・
10
月

1
4
日

1
0
月

1
4
日

多
摩

川
五

反
田

川
多

摩
区

枡
形

○

宮
前

区
菅

生
○

 
平

瀬
川
蔵

敷
橋

付
近

で
、

小
学

生
が

弱
っ

た
魚

を
捕

ら
え

て
い

る
と

の
市

民
か
ら

通
報

を
受

け
た

。
ド
ジ

ョ
ウ

、
ア

ユ
等

2
0
匹
程

度
で

あ
っ

た
。

そ
の

他
の

魚
類

に
異

常
が

認
め
ら

れ
な

か
っ

た
。

連
絡

体
制

の
遅

れ
か

ら
水

質
検
査

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

そ
の

後
の

現
地

調
査
で

は
、

魚
類

が
弱

る
等

の
現

象
が

発
生

し
て

い
な
い

等
の

川
で

の
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。
本

件
は

、
原

因
の

特
定

に
い

た
ら

な
か

っ
た

。

1
0
月

7
日

・
10
月

1
1
日

1
0
月

1
1
日

多
摩

川
平
瀬

川

二
ヶ

領
本
川

多
摩

区
登

戸

 
二

ヶ
領
本

川
新

川
橋

付
近

で
大

き
な

コ
イ

や
小

魚
が

浮
い

て
い

る
と

の
通

報
を
受

け
、

実
地

調
査

で
魚

の
死

亡
と

コ
イ

の
遊

泳
を
確

認
し

た
。

現
地

で
の

水
質

調
査

及
び

採
水

後
の
シ

ア
ン

等
の

有
害

物
質

の
検

査
は

、
不

検
出

で
あ
っ

た
。

ま
た

、
死

亡
し

た
魚

の
え

ら
等

に
異

常
が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
魚
の

回
収

（
コ

イ
1
0
匹

、
ア

ユ
等

　
計

約
2
0
0
匹

）
を

行
う

と
と

も
に

、
周

辺
調

査
を

行
う

も
の

の
、

原
因

の
特

定
に

至
ら
な

か
っ

た
。

不
明

二
ヶ

領
大
師

掘
幸

区
鹿

島
田

 
二

ヶ
領
大

師
掘

ポ
ン

プ
室

落
下

地
点

で
、

大
型

の
コ

イ
や

小
魚

が
浮

い
て

い
る
と

の
通

報
を

受
け

、
実
地

調
査

で
魚

の
死

亡
と
コ

イ
の

遊
泳

を
確

認
し

た
。

現
地

調
査

で
、

シ
ア
ン

・
残

留
塩

素
等

の
水

質
調

査
を

実
施

し
た

が
不
検

出
で

あ
っ

た
。

魚
の

回
収

（
コ

イ
８

匹
、

モ
ツ
ゴ

等
　

計
約

3
0

匹
）

を
行

う
と

と
も

に
、

周
辺
調

査
を

行
う

も
の

の
、

原
因

の
特

定
に

至
ら

な
か
っ

た
。

不
明

○
多

摩
川

9
月

6
日

・
9
月

6
日

○
8
月

2
4
日

・
8
月

2
4
日

8
月

2
4
日

多
摩

川

9
月

6
日
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措
　

置
　

機
　

関
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発
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・
　

①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

　
①

環
境

対
策

課
　

　
②

　

　
③

　

　 　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　

　
　

港
湾

局

　
　

海
上

保
安

署
　

　
②

　

　
③

　

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
②

　
③

　
①

海
上

保
安

署
　

港
湾

局

　
②

海
上

保
安

署
　

原
因

者

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

等

 
原

因
者

に
対

し
て

、
油

吸
着

マ
ッ

ト
等

に
よ

る
油

の
回

収
や

油
流

出
防

止
措

置
を

と
ら

せ
た

。
市

は
、
事

故
時

の
措

置
の

報
告

等
、

再
発

防
止

策
を

指
導

し
た

。

不
明

11
月

1
4
日

・
11
月

1
4
日

1
1
月

1
4
日

海
域

塩
浜
運

河
川

崎
区

千
鳥

町
○

 
海

上
保
安

署
及

び
港

湾
局

が
塩

浜
運

河
に

お
い

て
、

油
が

流
出

し
て

い
る

こ
と
を

発
見

し
た

。
油

の
流

出
経

路
等

を
辿

る
な

ど
の
原

因
者

特
定

の
た

め
の

調
査

を
行

っ
た

。
資

材
置
場

か
ら

油
が

流
出

し
た

状
況

を
確

認
し

、
事

業
者
に

油
流

出
防

止
の

対
応

措
置

を
と

ら
せ

た
。

判
明

 
朝

か
ら
桜

掘
運

河
に

お
い

て
、

海
面

が
白

濁
し

て
い

る
と

の
市

民
か

ら
通

報
を
受

け
た

。
現

地
調

査
を

行
い

、
桜

掘
運

河
全

体
が
乳

青
白

色
で

あ
っ

た
。

着
色

水
の

流
入

や
魚

浮
遊
は

み
ら

れ
ず

、
大

型
魚

が
空

中
を

跳
ね

て
沖

合
い
へ

遊
泳

し
て

い
た

。
ま
た

、
目

撃
情

報
と

し
て
小

型
魚

が
鼻

上
げ

を
し

て
い

た
状

況
で

あ
っ

た
。
現

地
水

質
検

査
で

、
溶
存

酸
素

が
0
.
1
3
p
p
m
、
ｐ

H
7
.
3
4
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
昨

夜
か

ら
の

風
向
き

が
北

風
が

卓
越

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
桜

掘
運
河

に
お

い
て

青
潮

が
発

生
し

た
こ

と
に

よ
る

白
濁
と

特
定

し
た

。

判
明

 
工

場
・

事
業

場
等

か
ら

の
排

出
水

に
よ

る
白

濁
で

な
い

と
判

明
し

た
。

27
日

の
朝

、
青

潮
が

消
え

た
も

の
の

、
2
8
日

に
は

青
潮

が
発

生
し
た

。

1
1
月

2
日

・
1
1
月

2
日

1
1
月

2
日

鶴
見

川
矢
上

川
宮

前
区

野
川

○

 
矢

上
川
上

野
川

橋
付

近
の

右
岸

か
ら

油
が

流
れ

て
い

た
と

の
水

質
事

故
連

絡
体
制

の
も

と
通

報
を

受
け

た
。

下
流

の
鷹

巣
橋

、
昭
和

橋
、

五
反

田
橋

及
び

現
地

の
上

野
川

橋
で

油
膜
は

無
か

っ
た

。
現

地
で

は
微

か
に

油
臭

を
確

認
し
た

。
通

報
が

P
M
５

時
で

あ
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
流
出

経
路

を
辿

れ
ず

、
原
因

の
特

定
に

い
た

ら
な
か

っ
た

。

 
田

辺
運
河

に
面

す
る

岸
壁

に
油

膜
が

漂
流

し
て

い
る

と
、

事
業

者
か

ら
通

報
を
受

け
た

。
油

の
漂

流
量

が
少

な
く

、
油

流
出

の
経
路

の
確

認
が

で
き

な
か

っ
た

。
2
6
日

早
朝

に
は

、
油

膜
が

消
失

し
て

い
た

。
本

件
は

、
一

過
性

の
小
規

模
な

油
流

出
事

故
で

あ
り

、
原

因
の

特
定

に
い
た

ら
な

か
っ

た
。

不
明

10
月

2
6
日

・
10
月

2
6
日

1
0
月

2
6
日

海
域

桜
掘
運

河
川

崎
区

浅
野

町

10
月

2
5
日

・
10
月

2
5
日

1
0
月

2
6
日

海
域

田
辺
運

河
川

崎
区

扇
町

○

○
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措
　

置
　

機
　

関
　
名

発
生

・
　

①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　
危

機
管

理
室

　
　

川
崎

市
消

防
局

　
　

海
上

保
安

署
　

神
奈

川
県

警
察

　
②

海
上

保
安

署
　

　
原

因
者

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

等

　 　
①

海
上

保
安

署
　

川
崎

市
消

防
局

　

　 　
②

原
因

者
　

　 　
③

海
上

保
安

署
　

川
崎

市
消

防
局

　
　

環
境

局
環

境
対

策
課

　
等

　
①

海
上

保
安

署
　

神
奈

川
県

警
察

　
　

環
境

局
環

境
対

策
課

　
港

湾
局

　
　

川
崎

市
消

防
局

　
②

原
因

者
　

　
③

海
上

保
安

署
　

川
崎

市
消

防
局

　
　

環
境

局
環

境
対

策
課

　
等

　
①

環
境

局
環

境
対

策
課

　

　
②

原
因

者
　

　
③

環
境

局
環

境
対

策
課

　

12
月

1
1
日

・
12
月

1
1
日

1
2
月

1
1
日

海
域

塩
浜
運

河
川

崎
区

水
江

町
○

 
廃

水
処
理

施
設

の
原

水
槽

清
掃
の

た
め

、
汚

泥
を

バ
キ
ュ

ー
ム

車
で

抜
取

作
業
中

、
汚

泥
が

雨
水

排
水

路
に

流
出

し
た

。
重

金
属
を

含
む

汚
泥

の
流

出
量

は
1
0
L
～

2
0
L
で

あ
る

と
、
原

因
者

の
事

業
所

か
ら

通
報

を
受

け
た

。
流

出
し
た

汚
泥

は
構

内
雨

水
側

溝
に

土
嚢

を
入

れ
る

等
の
防

止
策

や
バ

キ
ュ

ー
ム

車
に

よ
る

回
収

策
が
と

ら
れ

た
。

海
域

へ
の

流
出

量
は

、
軽

微
と

推
定
さ

れ
た

。

判
明

 
原

因
者

に
対

し
て

、
汚

泥
の

流
出

防
止

策
、

回
収

の
措

置
を

と
ら

せ
た

。
市

は
、

水
質

汚
濁

防
止

法
第

14
条

第
2
項

の
規

程
に

基
づ

き
、
再

発
防

止
策

等
の

事
故

報
告

す
る

よ
う

指
導

し
た

。

3
月

3
日

・
3
月

3
日

3
月

3
日

海
域

京
浜
運

河
川

崎
区

浮
島

町
　

○
　

3
月

9
日

・
3
月

9
日

3
月

9
日

海
域

多
摩
運

河
判

明

 
原

因
者

は
、

構
内

で
汚

水
の

流
出

の
遮

断
、

バ
キ

ュ
ー

ム
車

で
の

回
収

措
置

を
と

る
と

と
も

に
、

流
出

し
た

油
膜

を
吸

着
マ

ッ
ト

で
回
収

を
行

っ
た

。
再

発
防

止
策

と
し

て
、

出
入

り
車

両
の

注
意

喚
起

、
排

水
口

点
検

の
強

化
等

の
措

置
を

と
る

も
の

と
し

た
。

　
本

事
案

は
浮

島
町

桟
橋

に
停
泊

し
て

い
た

船
舶

か
ら

、
積

載
さ

れ
て

い
た

Ｃ
重
油

の
一

部
（

１
Ｌ

）
が
作

業
操

作
の

ミ
ス

に
よ
っ

て
海

上
に

漏
洩

し
た

。
直

ち
に

、
事

業
者

は
オ
イ

ル
フ

ェ
ン

ス
を

展
張

し
関

係
機

関
に

連
絡

す
る
と

と
も

に
事

故
措

置
に

あ
た

っ
た

。
判

明

 
原

因
者

は
、

事
業

者
等

の
協

力
を

得
て

、
事

故
後

の
措

置
を

行
い

、
流

出
し

た
油

の
回

収
等

を
行

っ
た

。
所

管
機

関
は
、

原
因

者
に

対
し

て
事

故
時

の
措

置
、

再
発

防
止

策
等

を
指

導
し

た
。

塩
浜
運

河

　
本

事
案

は
事

業
所

敷
地

内
構
内

路
面

及
び

雨
水

側
溝

に
、

工
場

内
で

取
り

扱
っ
て

い
な

い
油

が
、

降
雨

に
よ

り
一

部
海

域
に

流
出
し

た
も

の
で

あ
る

。
隣
接

事
業

所
か

ら
の

通
報
を

受
け

、
流

出
防

止
策

、
構

内
の

油
回

収
、

流
出
し

た
油

の
回

収
を

行
っ

た
。

川
崎

区
浮

島
町

○

　
事

業
者

は
建

設
工

事
中

に
地
下

水
が

排
水

系
統

に
混

入
し

、
一

時
的

に
海

域
に
ｐ

Ｈ
８

．
６

を
越

え
た

も
の

が
流

出
し

た
と

の
通
報

を
市

に
行

っ
た

。
事
業

者
は

、
地

下
水

の
排
水

系
統

へ
の

混
入

防
止

策
を

と
る

と
と

も
に

、
工
事

に
係

る
排

水
に

関
し

て
ｐ

Ｈ
調

整
を

行
う

な
ど
の

措
置

を
と

っ
た

。
判

明

 
本

事
案

は
、

事
故

原
因

の
究

明
、

再
発

防
止

策
を

講
じ

る
指

導
と

、
排

水
基

準
超

過
の

両
面

か
ら

事
業

者
指

導
を

行
っ

た
。

川
崎

区
水

江
町

　
○

3
月

6
日

・
3
月

9
日

3
月

1
2
日

海
域
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措
　

置
　

機
　

関
　
名

発
生

・
　

①
  
調

 
 
　

　
査

事
故

概
要

及
び

措
置

概
要

原
因

者
原

因
者
に

対
す

る
措

置

受
信

月
日

調
査

月
日

水
域

名
場

所
等

　
②

　
回

収
等

対
策

　
（

被
害

の
程

度
を
含

む
）

判
明

区
分

原
因

者
の
措

置
の

概
要

等

　
③

　
工

場
等

指
導

発
　

生
　

場
　
所

事
故

区
分

派
川

名
運
河

名

魚 死 亡

油 浮 遊

そ の 他

判
明

：
1
6

不
明

：
2
0

合
　

　
　

計
4

1
4

1
8
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